











































































」1 J2 」3 J4 E1 E2 E3 E4
設立 2000年代 1990年代1990年代 1990年代 1990年代 1950年代 1950年代 1950年代
企業形態 分工場 本社＋工場 本社＋工場 工場（本社捌） 分工場 ：1二場（本社捌） 本社＋工場 本社＋工場
業種 自動車部品 自動車部品 自動車部品 自動車 自動車（商） 自動車部品 自動車部品 自動車（商〉
企業規模 500人以下 500・1，000人500・1，000人3，000－4，000人500・1，000人1，000－2，000人6，000・7，000人10，000人以上
駐在員比率 3．3％ 0．6％ 0．8％ 0．7％ 0．1％ 0．1％ 2．0％ 0．4％


















































































































































































































































































































































































































J1 年約25％の移動率 約17％ 試行錯誤しながら構築中
J2 全体として日本より悪い 約25％ 従業員全員を対象に人事考課
」3 スタッフ：日本より悪い；労働者：日本とほぼ同じ 約9％ スタッフを対象に人事考課；労働者は職種別賃金
J4 スタッフ：日本とほぼ同じ；労働者：日本より悪い 0 従業員全員を対象に人事考課




E3 現長クラスで年約5％ NA 管理職は個人成果と企業成果のミックスで評価
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